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●事前に準備出来ているか、チェックしましょう。

部屋がいくつもある場合は、人
の出入りが少ない部屋に家具を
まとめて置く。無理な場合は、
少しでも安全なスペースができ
るよう配置換えする。

就寝中に地震に襲われると家具が倒れる
おそれがあり危険。やむをえず置く場合
は、なるべく背の低い家具にするととも
に、寝ている場所に倒れないよう、また
出入口をふさがないよう、向きや配置を
工夫する。

家具と壁や柱の間に遊びがあると倒れやすい。
家具の下に小さな板などを差し込んで、壁や
柱によりかかるように固定する。また、金具
や固定器具を使って転倒防止策を万全に。

L字金具や支え棒などで
固定する。二段重ねの場
合はつなぎ目を金具で
しっかり連結しておく。

玄関などの出入口までの通路に、家具など
倒れやすいものを置かない。また、玄関に
いろいろものを置くと、いざというときに、
出入口をふさいでしまうことも。

地震による火災の原因の多くは電気が関連。
電気ストーブや電気コンロの転倒や、停電復
旧時の通電火災(破損した電気コードのショー
トによる出火など )がある。
電気火災を防ぐためには、感震ブレーカーの
設置が有効。

夜間就寝時、停電になると周囲の確認がで
きず危険。
地震の場合はガラスが散乱したり、部屋に
閉じ込められることもある。普段寝る場所
から手の届くところに懐中電灯やスリッパ、
ホイッスルを。

所定の取り付け場
所(運搬用取っ手な
ど）を転倒防止ベル
トで壁や柱に固定
する。

本体にナイロン
テープなどを巻
きつけ、取りつ
けた金具などで
固定する。脚に
は、すべり止めを
つける。

テレビ台とテレビを直接固
定するのが有効。脚などに
専用の取り付け箇所がある
場合はボルト等で取り付け、
そうでないものは転倒防止
ベルトなどで固定する。

L字金具などで固定し、棚
板には滑りにくい材質の
シートやふきんなどを敷
く。重い食器は下の方に
置く。扉が開かないよう
に止め金具をつける。

チェーンと金具
を使って数箇所
止める。蛍光灯
は蛍光管の両端
を耐熱テープで
止めておく。

●事前に準備出来ているか、チェックしましょう。

「水のう」の作り方

浸水深が小さいときは、家庭にあるものを使って、水の侵入口となるところ
を塞ぐことで水の侵入を減少させることができます。トイレなどの逆流防
止にも有効です。※実施の際には避難の妨げにならないように気を付けてください。

40L程度のゴミ袋を二
重にして半分程度の水
を入れる
空気を抜いて口をしば
る

段ボール等に入れて並べる
長めの板状のものと組み合わ
せて止水板に

土を入れたプランターをレジャー
シートなどで包むのも有効

排水口からの逆流対策に

わが家の防災対策


